
第77号令和６年５月24日

（16）

ふかうらまち議会広報

問
　
八
木
議
員

　

大
型
風
車
19
基
を
建
設
し
た
グ
リ

ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

（
以
下
「
Ｇ
Ｐ
Ｉ
」
と
い
う
。
）
が

地
域
活
性
化
等
の
た
め
、
令
和
６
年

度
か
ら
毎
年
４
０
０
０
万
円
を
20
年

間
、
計
８
億
円
の
協
力
金
を
町
に
寄

附
す
る
に
当
た
り
、
使
い
道
と
し
て

次
の
５
つ
を
提
案
す
る
の
で
、
考
え

を
伺
う
。

①
現
在
の
町
の
高
等
教
育
修
学
支
援

資
金
を
一
定
の
条
件
の
も
と
（
大
学

等
卒
業
後
地
元
に
就
職
し
た
場
合
な

ど
）
そ
の
返
済
を
免
除
す
る
給
付
型

の
奨
学
金
の
創
設
。

②
町
出
身
の
大
学
生
等
へ
年
２
回
ほ

ど
、
町
の
特
産
品
を
贈
る
支
援
事
業

の
創
設
。

③
抽
選
会
付
全
町
大
売
出
し
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
食
事
券
発
行
等
へ
の
支
援

の
定
着
化
。

④
５
つ
の
下
水
道
処
理
区
域
が
あ
る

が
、
加
入
率
が
41
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
。
特
に
北
金
ヶ
沢
地
区
は
８
パ
ー

セ
ン
ト
、
田
野
沢
地
区
が
47
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
と
半
分
に
も
達
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
加
入
促
進
を
図
る
た

め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
下
水

道
接
続
補
助
金
を
大
幅
に
引
上
げ
す

る
対
策
。

⑤
６
次
産
業
を
目
指
す
生
産
者
が
成

功
す
る
よ
う
、
国
・
県
等
の
各
種
支

援
の
情
報
提
供
な
ど
町
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
。

答
　
町
長

　

①
～
⑤
Ｇ
Ｐ
Ｉ
か
ら
の
寄
附
金
は
、

町
の
農
林
漁
業
及
び
地
域
の
活
性

化
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
そ
の
使
い
道
は
、
深
浦
町
総

合
計
画
に
掲
げ
る
事
業
に
活
用
す
る
。

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
し

た
４
０
０
０
万
円
は
、
町
の
第
３
次

深
浦
町
総
合
計
画
等
の
策
定
に
９
０

０
万
円
、
地
域
公
共
交
通
対
策
に
１

５
０
０
万
円
、
北
金
ヶ
沢
漁
港
の
海

水
処
理
施
設
機
器
更
新
に
２
０
０
万

円
、
町
内
大
売
出
し
に
４
０
０
万
円
、

深
浦
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
１
０
０

０
万
円
、
合
計
４
０
０
０
万
円
を
充

当
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
提
案
の
各
種
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

深
浦
駅
舎
の
利
活
用

な
ど
の
考
え
は

『
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し

利
活
用
を
検
討
す
る
』

問
　
八
木
議
員

①
深
浦
駅
の
駅
員
が
３
月
の
ダ
イ
ヤ

改
正
か
ら
不
在
と
な
る
。
駅
舎
の
利

活
用
、
観
光
客
の
た
め
の
ト
イ
レ
の

維
持
管
理
等
、
考
え
を
伺
う
。
併
せ

て
、
昨
年
９
月
定
例
会
で
質
問
し
た

駅
前
の
町
有
地
の
調
査
と
活
用
等
の

考
え
は
。

②
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受

け
た
、
十
二
湖
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
等
の
現
在
の
状
況
は
。
ま
た
、

十
二
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
今
後

如
何
に
し
て
進
め
て
い
く
の
か
。

③
「
ガ
ン
ガ
ラ
穴
」
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
観
光
情
報
を

発
信
す
る
に
は
渡
し
船
が
必
要
と
な

る
が
、
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む
価

値
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

④
十
二
湖
に
限
ら
ず
冬
の
深
浦
観
光

は
町
を
訪
れ
る
人
が
極
端
に
減
少
す

る
。
一
昨
年
か
ら
だ
ん
だ
ん
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
も
高
ま
っ
て
き
て
、
最

近
で
は
、
日
本
で
の
体
験
に
注
目

す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

わが町のここが聞きたい

寄附される８億円の
　　　　　使い道を提案問
町総合計画に掲げる
　　　　　　　事業に活用する

答

質問者の動画が
視聴できます。

八木　史 議員
や ふみとぎ
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わが町のここが聞きたい

冬
の
十
二
湖
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
メ
イ

ン
と
し
、
イ
グ
ル
ー
体
験
、
豪
快
な

海
産
物
の
提
供
等
、
色
々
と
組
み
合

わ
せ
て
は
ど
う
か
。

⑤
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
漂
着
し
た

流
木
等
が
ま
だ
ま
だ
目
立
つ
。
今
こ

そ
、
青
森
新
時
代
を
掲
げ
た
宮
下
県

知
事
に
対
し
、
深
浦
町
観
光
の
目
玉

で
あ
る
海
岸
線
の
速
や
か
な
復
興
を

訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
町
長

①
深
浦
駅
の
駅
係
員
に
よ
る
営
業
は
、

３
月
16
日
か
ら
終
了
と
な
り
、
以
降

は
、
終
日
不
在
と
な
る
。
ま
た
、
深

浦
駅
の
ト
イ
レ
は
、
令
和
６
年
４
月

以
降
、
町
が
維
持
管
理
す
る
。
駅
舎

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
外
観
の
リ

フ
ォ
ー
ム
と
併
せ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋

田
支
社
と
協
議
を
重
ね
た
上
で
、
そ

の
利
活
用
を
検
討
す
る
。
な
お
、
駅

前
の
町
有
地
の
利
活
用
等
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
は
な
い
。

②
十
二
湖
の
森
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ

ー
ド
に
は
４
つ
の
お
す
す
め
コ
ー

ス
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
番
人
気
の

「
青
池
・
沸
壺
の
池
コ
ー
ス
」
は
被

害
も
少
な
く
利
用
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
が
、
「
王
池
コ
ー
ス
」
は
散
策

道
が
崩
落
し
て
通
り
抜
け
で
き
な
い
。

ま
た
、
「
金
山
の
池
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
」
及
び
「
金
山
の
池
・
糸
畑
の
池

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
」
は
、
ス
タ
ー
ト
地

点
の
十
二
湖
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
村
が
、

町
道
十
二
湖
青
池
日
暮
線
の
崩
落
で

休
業
し
て
い
る
た
め
「
森
の
物
産
館

キ
ョ
ロ
ロ
」
に
変
更
し
て
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
他
の
大
き
な
被
害
の
あ

っ
た
日
本
キ
ャ
ニ
オ
ン
展
望
所
か
ら

の
東
北
自
然
歩
道
は
、
４
月
以
降
利

用
で
き
る
見
込
み
だ
が
、
町
道
十
二

湖
青
池
日
暮
線
は
工
事
を
発
注
し
た

が
、
未
だ
工
事
が
始
ま
っ
て
い
な
い
。

日
本
キ
ャ
ニ
オ
ン
渓
谷
部
に
下
る
小

夜
の
池
線
の
復
旧
は
、
打
開
策
が
見

つ
か
ら
ず
、
今
後
十
二
湖
森
の
会
と

現
地
調
査
を
行
い
、
う
回
路
な
ど
検

討
し
た
い
。
金
山
の
池
連
絡
橋
の
復

旧
工
事
費
は
新
年
度
予
算
に
計
上
し

た
。

　

ま
た
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
活
動
は
、

運
営
し
て
い
る
「
十
二
湖
森
の
会
」

に
よ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
高
齢
化
や
新

規
ガ
イ
ド
の
加
入
が
な
く
、
現
在
、

５
名
程
度
ま
で
減
っ
て
い
る
。
高
齢

化
・
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
念
頭
に
、

今
後
の
事
業
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

③
昨
年
夏
に
、
沢
辺
地
区
の
漁
業
者

が
不
定
期
だ
が
森
山
海
岸
や
ガ
ン
ガ

ラ
穴
の
遊
覧
案
内
を
し
て
い
た
。
波

浪
状
況
に
も
よ
る
が
、
条
件
が
揃
え

ば
今
後
も
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
か

ら
、
周
知
等
に
協
力
し
た
い
。

④
冬
季
の
観
光
需
要
の
落
ち
込
み

は
、
東
北
地
方
一
帯
の
弱
点
・
課
題

と
し
て
長
ら
く
国
や
県
に
お
い
て
も

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
雪
に
触
れ
る

だ
け
の
体
験
な
ど
目
的
は
異
な
る
が
、

一
定
数
の
需
要
が
あ
る
。
提
案
の

「
雪
」
と
「
食
」
を
掛
け
わ
せ
た
内

容
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
が
高
い
の
で

検
討
し
て
い
く
。

⑤
復
旧
事
業
の
優
先
度
か
ら
、
後
回

し
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
が
、
今
後
、
海
岸
管
理
者
と
の
協

議
を
進
め
、
順
次
撤
去
を
進
め
た
い
。

行
合
崎
海
岸
は
、
港
湾
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
理
者
の

県
発
注
で
、
今
年
２
月
下
旬
に
撤
去

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
林
の
現
状
と
伐
採
は

『
伐
期
を
過
ぎ
て
も
売
れ
な
い
状
況
』

問
　
八
木
議
員

　

１
９
５
０
年
代
、
学
校
の
基
本
財
産
形
成
や
生
徒
・
児
童
の

環
境
に
関
す
る
教
育
・
体
験
活
動
な
ど
を
目
的
に
、
教
職
員
や

保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
学
校
林
を
整
備
・
保
有
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
深
浦
町
の
学
校
林
の
現
状
は
。

②
伐
期
が
到
来
し
た
樹
木
の
伐
採
は
。

③
伐
採
に
よ
り
得
た
財
産
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
町
長

①
校
舎
の
改
修
や
学
校
備
品
の
購
入
等
の
た
め
に
造
林
し
た
学

校
林
は
、
修
道
小
学
校
の
ほ
か
廃
校
の
小
学
校
６
校
合
わ
せ
て

10
か
所
に
あ
り
、
小
学
校
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
国
有
林
内
で
、
ほ
と
ん
ど
が
杉
、
伐
期
を
過
ぎ
て
も
な
か
な

か
売
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

②
当
町
の
学
校
林
は
国
と
町
が
契
約
を
締
結
し
て
い
る
分
収
造

林
な
の
で
、
伐
期
が
到
来
し
た
分
収
木
の
販
売
は
、
国
が
立
木

の
ま
ま
販
売
し
分
収
す
る
。

③
分
収
の
歩
合
は
、
10
か
所
あ
る
学
校
林
の
う
ち
９
か
所
は
、

国
が
２
割
で
町
が
８
割
、
１

か
所
は
国
が
３
割
で
町
が
７

割
と
な
っ
て
お
り
、
入
札
に

よ
り
落
札
し
た
業
者
へ
町
が

直
接
請
求
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
町
の
歳
入
と
し
て
処

理
さ
れ
る
。


